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緒 言

周知 ノ如 ク蛋 白質 ノ1.E.P.σsoelectricpo-

int)等 電 黙、,以下1.E.P.ト ノ ミ記 ス)ト ハ、

ソノ解離分 子 二就 テハ陰陽各 「イオ ン」ガ最小且

等 量 二存 ス ルPHニ シテ、ソノ中性分子濃度 ノ

最大 黙 ナ リ。Michaelis二 依 レ バ 蛋 白質 「イオ

ン」が陰陽何 レノ極 ∴モ移動 セザル カ、或 ハ雨極

二微等 量 ノ移動 テ見 ル時 ノ 且+「 イオ ン」活動

度 ナ リ。然 ルニ原形 質 ハ蛋 白質複合龍 テ主成分

トスル爾性龍故1.E.P.ノ 存 在又當然 ナ リ。

而 シテ1.E.P.二 於 テ・・蛋 白質、 原形 質、或

ノ・細胞 ハ ソノ物 理的、化學 的又 ハ物 理化學 的諸

性 状最 小或 ノ・最大値 テ トルテ以 テ、細菌 二於 テ

モ亦 ソノ生理上大 イナル意義 テ有 スルナ リ。

各種病原菌 ノ1.E.P.二 關 スル報 告ノ・多々 ア

リ。今 ソノー一端 テ引例 セバ、Michaelis(1911)

ハ酸 凝集反鷹 ニ ヨリテ、 一チフス」菌、iコ レラ」

菌、膿1脊髄膜 炎菌 及 ピ人型 結核 菌等 ノ エ.E.P.

夫 々4・15-4・45、3・0、4・1及 ビ2.2ナ リ トシ、

E.W.&A.E.Stearin(1925)ノ ・沈澱 反慮 二

吸著試験 ラ拉用 シテ枯草菌、化膿性球 菌、大腸

菌 、赤痢菌及 ビ攣形菌 ノ値 夫々1.9、2.1、5.0、

3.5-4.0及 ビ3.2ヲ 得 。NorthroP,DeKrnif

Falk,Winslow&Schaughnessy(1922-1925)

ハ チ フス」族 ノ各種 細菌 テ材料 トシテ、電氣泳

動 及 ビ凝集 反磨 二依 リ、廣汎 ナ ル細菌 生理學 ノ

研究 ラナ シ、細 菌 ノ・般 ニ ソノ1.E.P.PH3

ヲ 中心 トスル酸性 側 ニアリトセ リ。而 シテ又氏等

ノ・細菌 二於 ケル「アルカ リ」性等 電鮎 ノ存 在 テ認

メB・Cereus,大 腸 菌 二於 テ13.8-13.4 、13.6

-13 ・8ナ ル 撒値 テアゲ タ リ。 本邦 二 於 テノ・從

來 ハ多 ク2」 _一 ル スノ電氣泳動實験 行 ハ レタレ

ド〔例之 中村(1930)〕.山 羽(1932)ノ ・白色葡萄状

球菌、脾 脱疽菌、 大 腸菌 ソノ他微 生物 ノ1.E.

P・ 酸 性、 「アル カリ」性共 二求 メ1.6、1.75 、2.0

2・2-2・6及 ビ10・0-11.5テ 登 表 セ リ。

以上 ノ如 ク結核菌 ノ1.E.P.二 就 テハMich-

aelisノ 報 告 ラ除 キ、之 二關 ス ・レ記載 二接 シ得

ザル ノ憾 アリ。弦 二於 テ余等 ハ毒 性、染色性等

二特 異性状 テ有 スル結核 菌 ガ1 .E.P.二 於 テ

モ亦他種細菌 トノ間 二差異 テ ミルヤ否 ヤテ再検

討 セ ン トシテ本實験 二著 手 セ リ。

但、 由來結核 菌 ノ卒等安 定 ナル乳剤 テ調 製 スル
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超音波虎置條件記録

室 温230C-25℃,温 度60--75%

作 用 時 間 、t結核 菌30分 、i封 照菌15分

水晶瓢 子 署 葎131論

周 波 轍

油 ノ 温 度

油 ノ

噴 油 ノ高 サ

直流 電 腿 言「

メ

一
リ

一

始
終
一

一サ一厚

女台 メ410kc!sec.

終 リ,,kc/sec.

23℃

直流 電 流 計[

熱 電 流 計

23℃

8cm.

ca5cm.

2200V.

0.2M.A.

270M.A.

ノ・、甚 ダ困難 ナ リ トセ ラレ居 リ、 且不安 定ナル

乳剤 テ以 テスル1.E.P.ノ 測 定 ノ確實性無 キハ

言 ラ挨 タズ。斯 ル故 二本研 究 二於 テハ、菌俘游

液 ハ常 二超音波塵 置 テ以 テ コノ難 テ避 ケタ リ。

以下 コ ・二得 タル菌液 テ以 テ、電氣泳動並 ピニ

凝集反慮 ノ雨 法 二依 リ、 酸、Fア ル カ リー雨等電

貼 ラ求 メタル結果 ヲ報 告 シ、更 二結核菌 自身 ノ

1.E.P.ト ソ ノ成 分 ノ1.E.P.關 係 二就 キテ

述 ベ ントス。

實験材料

A(1)人 型 結核菌(死 菌)奥 田株、 「グ リセ リ.ン」

寒 天2ろ 一月培 養100。C1時 間 死滅 セ シノ タル ラ

微 温湯 ニテ数同遠心洗}條 シ、37。C恒 温室、次 イ

デ「エキ シカ トー ・し」中 一オキテ乾燥恒 量 二達 セ

シム。得 タ・し死菌200mgテ20.Oc.c.ノ 再 灘 留水

一テ〔(2)以 下 モ同1,tL比一1先ヅ瑞璃乳 鉢 ヲ・用 ヒテ

十分磨確 シ更 二表記條件 ノ許 二、超 音波塵 置 テ

爲 シ、念 ノ爲 メ24時 間静置、ソ ノ上清 ノZF等"

シテ安定 ナル懸垂液 テ使用 ス。

〈2)結 核菌1生 菌1寒 天培 地 ヨ リ得 タ ル菌苔 テ洗

{條乾燥磨確後 超音波 テ作用 セ シムル ニ際 シ冷却

装 嗣 ラ用 ヒテ・ ソノ熱作用 テ除外 ス。

(3ノ 大 腸菌及 ビ枯草菌 封照用。=普通寒 天2叢

夜培 養 テ トリ加熱死滅 セ シメテ洗條乾燥孚L剤化

ノ、ル11ト(1)ノ 女nシ。

〈4)脱 脂 結核菌儒 及 ビ菌龍脂質 「ソクス レッ

ト」装 置 ラ用 ヒ酒 精、 「エー テル」ニテ抽 出 ス。

卸 チ同筒濾紙No.84テ 用 ヒ其底部 二脱脂綿 テ

充填 シ巾央凹所 二結核死菌 テ入 レ先 ヅ無水酒精

一テ抽 出1週 間 二及 ビタル後 「エー テルーlAテ更

二同時 日間庭置 セルモ ノラバ脱脂 菌艦 トシ、雨

液 ニヨル抽出液 ハ菌膿 ノ混 入 テ避 ケテ「シャンベ

ラン」テ通 ジ溶剤 ラ蒸畿 シ去 ル。脱脂菌膿 ノ乳

剤 化ハ(11(2)(3)二 同 ジケレ ド、抽 出脂質 ハ

ソ ノ「エーテル」_ヨ ル モ ノ軍 掲 ニテ・・水 ト親和

セザル ラ以 テ酒精 ニ ヨルモ ノ ト牧 量比 二混 ジ、

加熱溶 解 セノしテ超音 波 ニカ ク。

B使 用緩衝液 蛋 白質或 ノ・原形質 ハ、緩 衝液

中 ニテノ酸 或 ノ・盤基 トシテ完全 二解離 シ目.ソ ノ

慣1償 ト見倣 シ得 ル モノ故(之 帥 チ理想 雨性膿

ノ法則 ナ リ)1 ・E.P.ノ 測 定 ノ・緩衝液 中 二於 テ

ナ λラ適當 トス。 余等 ノ・便宜上Michaelis氏

乳 酸盛 「プツ・・一」液)PH2.3-5.0)、S6rensen氏

「ゲリココール」盤酸 「プ
ッハー」液及 ビ「グリココ

ー ル」苛性曹達 「プー7ノ・一」液 テ圭 トシ
、他 二Wa.

lpole氏 酷 酸盤、S6rensen氏 燐 酸盤緩衝液 テ

利 用 セ リ。 且 ソノPH値 検 定 ニノ・板野氏Qui-

nhydron電 極或 ノ・指示藥法 テ以 テセ リ
。

余等 ノ三槽式電氣泳動 二就 テ

實 験 か法 テ述 ブルニ先立 チ、 余等 ノ考案使 用 セ

ル電氣泳動器 二就 テ簡略 二紹介 セ ントス
。

第1圖 二於 テ(a>ハ ソ ノ縦断面 テ(b)ハ 横 断面

テ示 シ、Aハ 可検液 テ入 ・し・主管 ニシテ、B,C

ノ・厨 一PH溶 液 テ容 ル ・側管 ナ リ
。AトB,Cト

ハ下部活栓Dラ 通 ジテ ノミ相通 ジ
、上部活栓E

ハB ・Cテ 連絡 スルモ ノ。Dノ ・室管 ニ シテ液注

入時閉塞 シ試験 時開 ス ・・モ、Eハ 實質 ニ シテ液

濡入時 ノ ミ開 キテ側管容 量差異 アルモD二 及 ボ

ス堅 ノ相違 ナカ ラシム
。 即 チElectrophoresis
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Zり506

第

の(

1

ノ・Dノ 雨孔(Electrosmosisテ 防 グ爲 メ孔 ノ直

脛 ハ2.Omm以 上 ナル テ要 ス)テ 経 テ行 ハ ル。

Br'ノ ・本装 置 ト電極 間 ノ橋 ニ シテ1%KC1,2%

寒 天 テ満 シ、 ソノ雨端 テ「コル ク」栓 テナセルモ

ノ。 ソノ他生菌 ラ以 テ 實験 スル時 ハA,B,C

9A

圖

～αα

(b)

二被蓋 テナ シ側管 ト被 蓋 トハ「ゴム」管 ニテ纏 ギ

雑菌 ノ混 入 テ避 ク。 カ ・ル三槽式電氣泳 動器ハ

從來行 ハル ・U字 型 ノモ ノニ比 シ、液 注入、洗

1條ノ便 ハ言 フマデモナ ク細菌殊 二生菌研 究用 ト

シテ混齪、危瞼 ラ除 キ得 ル ノ特長 テ有 ス ルナ リ。

實験方法

(1)電 氣 泳動 上記 ノ電氣泳動器 テ用 ヒ、 ソノ

主管 ニハ菌乳剤 テ緩 衝液 ニテ20倍 二稀繹 混和

セルモ ノ18c.qラ 入 レ雨側管 ニハ同…PH値 ノ

緩 衝液(灘 留水 テ乳剤 ト等量 二加 ヘ タルモ ノ)テ

8.5c.c.宛入 レ、50-100V,2-3mAノ 條 件 ニテ

30分 後 ノ結果 ラ判 讃 セ リ。

(2)凝 集 反癒 緩衝液 テロ裡1.1cmノ 小試 験

管 二2.Oc.c.宛 ト リ之 テ蒸鯛 水 ニテ4倍 ニ ウスノ

テ(1)ト 同 一一濃度 トナ シタル乳剤0.5c.c.テ 加 へ

振 盈混和 シタル テ、37℃ 恒温室 内 二20時 間静

置 シテ ソノ凝 集度 テ求 ム。但結核菌膿 脂質 ノ揚

合 ノ ミノ・沈澱度 二代 フ ル ー;一・ソ ノFlocculation

ノ度 合 テ以 テ へ。

N・.112

　　 　　へ へ 　
　

PHI2・32・6

CH 十 十

'

第

實験結果
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CH:Charge.Aggl:Agglutination
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第 2 表

祠 ・ 2 31415 6 7 8 gl・ ・
脱 脂 菌 艦

PH 2.3 2.6 2.9 3.2
}

十

3.5 3.8 4.1
二

十

什

化4国5・ ・

CH 十 十
一

一

十 十 十 十 0 一

一 一

Aggl

一

一 一 一 十 什 柵

一嗣 }
柵

}一

菌 盟 脂 質

　-

CH

一一一

PH1.01.2
1
1.4

『 　

・鯛2・3{2・6i2ρ3・313・7

十 十
L_i

F1十1十 十
一 　 『 　

十 +1+
iI

一 一r引 一

十十 十十
ゴ

什 十 一 一 一1一

　 一一層一

F1:Flocculation..

一

1.第1表 ノ如 ク電 氣 泳 動 試 験 ニ ヨ ル1.E.P.

ノ・、 何 レ ノ細 菌 二於 テ モ 略 ≧酸 凝 集 反 癒 ノ最 高

圏 ノ中 心 二位 ス ル コ トラ知 ル。 而 シ テ結 核 菌 ノ・

生 、 死 菌 共=1.E.P.PH2.9-3.2ニ シ テ、

封 照 タ ル枯 草 菌 ハ 凝 集 圏!・ 結 核 菌 ヨ リ大 ナ レ ド

電 氣 泳 動 ニ テ ノ・殆 ド憂 ラ ズ ソ ノ値PH3.2ナ リ。

大 腸 菌 ノ・酸 ニ ヨ ル 凝 集 能 力 ナ シ トス ル成 書 モ ア

レ ド、 微 弱 ナ ガ ラ凝 集 沈 澱 スル テ認 メ1.E .P.

PH3.5ナ リξ

2・ 脱 脂 菌 艦 ノ1・E.P.ノ ・PH4.7ニ シ テ 蛋

白 質 ノPH4-5ナ ル 値 二移 動 セ ル ・・當 然 ナ リ。

又 抽 出 脂 質 ノ・1・9-2・3ニ シ テ 「レ チ チ ン」ノ1.

第 2

I
l

Nα1・

PHl8.5
,

CH

Aggl

一

_…

'

CH 一

Aggl 」「
一 一,

CH

Aggl

一

1

」
一

,

第3表

鵬1調轟諾
結 核 菌

一 一 一 一 ■ol+i'
一=引=一=

1-「;一+「9i一

枯 草 菌

≡≡に1三1÷1÷÷÷

第3表 ハ同一 材料 ラ以 テ セル「アル カ リ」性

等電鮎 ノ測定結果 ナ リ。電氣泳動 ニテノ・結核 菌

ノ・13・0ニ シテ、枯草菌、 大腸 菌 ・・夫 々12.4、

11.3-12.4ニ シテ、凝i集反慮 モ略 ヒ之 二近 キ成

績 テ示 セ ド酸 ニ ヨル揚合 ノ如 クハー致 セズ。 且

PH12以 上 ノ如 キ 張「アル カ リ」性溶液 中ニ テ

ノ・、大腸菌 菌膿 ハ甚 シキ溶解 テ爲 シ
、枯 草菌、

結核 菌 モ亦完全 ナル桿状 テナサズ穎粒 ノ拉 列 テ

見 ル如 シ。

4.以 上 テ縮括 シテ第2圖 トシテ掲 グ.

大 腸 菌

1
-一 一 一一 十 十 十 十

」_1_-1__、_、_、_1_

「 引 一 一++什 柵

E.P.PH2.7テ 遙 カ ニ越 ユ.(第2表 容 照)

3.

圖

レ"、 一 曹

縦軸:(1)一(5)凝 集度(6)翻 出度

1.結 核菌(死)

2.結 核菌「生)

3.枯 草 菌

4・大 腸 菌

5・結核脱脂髄

6.結 核菌脂質

横 軸:PH
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結 論

a人 型 結核 菌 ノ・中性溶液 中ニ テハ陰性 二帯電

シ、 ソ ノ1.E.P.ノ ・PH3ニ シテ、 ソ ノ位 置

他 種 細菌 トノ間 『大差 テ見出 ス能 ハ ズ。

b結 核 菌 自罷 ノ1.E.P.ハ 脱 脂菌艦及 ビ抽

出脂質 ノ1.E.P.ノ 殆 ド中間 二位 スルテ以 テ、

ソ ノ成 分 ノ形 成 セル複合雨性罷 ノ1.E.P.二

適 當 スル モ ノ ト考 フル テ得 ベ シ。

c結 核 菌 ノ「アル ヵ リ」性等電鮎 ノ・PH13ニ シ

テ之亦 他菌 ノ値 二遠 カ ラズ。

要之、 結核菌 ノ特性 ハ帯電駄態 テ以 テノ・詮明 ス

ル コ トテ得 ズ。

終 リニ所長有 馬博士拉 二青 山博士 ノ校 閲、教導

テ深謝 シ、所員安 岡氏 ノ助 力 テ多 トス。
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